
昼休み、枯れたパンジーやチューリップを摘む有志生徒のボランティア活動

がありました。この黙々と、でもしっかりと草や葉を摘み取る生徒の姿は「素

敵」だと感じました。本当に頼もしい。【自分以外の誰かのために、何かのため

に】一生懸命になれる生徒の輪は着実に広がっていると感じて、うれしい気持

ちになりました。 

 


